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＜病棟連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・ACユニット詰所に、C倉庫で私物預かり中の患者様リスト作成し掲示しています。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・北山　榮子様～東C6号室

＜患者様連絡事項＞
・在家喜代松様～外泊訓練の結果として、家族は自宅退院で問題無いと考えている。自宅にてデイサービスを導入していく。主治医面談の希望あり。家族次回来院日5/9（火）。

・川口　寶舟様～昨日より解熱し意識レベルの低下等無いものの、食事摂取量の低下や活気の無さ、歩行時のふらつきあり。
日直医へ状態報告し、補液ラクテック500ml/日2日分指示。また、必要時は安全ベルト使用の許可あり。

・林　百合様～オムツプラン②➝①へ変更。5/7家族来院した際、書類サインと衣類返却あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離。午前午後1時間ずつ開放観察実施。室内を徘徊。便弄り等不潔行為あり。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。スタッフに対し「いつ退院できるか」と話し掛けあり。興奮や易怒性無く経過している。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。6：00～16：00開放観察実施。妄想様発言あるが過度とはなっていない。易怒性無く節度をもって行動出来ている。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。ロナセンテープ貼付の際に激しく抵抗あり。うすら笑いを浮かべスタッフに対して暴言を繰り返している。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

＜要注目患者様情報＞
・成田　早希様～詰所の前に立ち、ガラス越しに中の様子を窺っている。終始ニヤツキ、落ち着きの無さあり。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和5年5月5日 14：00
氏　　名：北山　榮子（きたやま　えいこ）様
生年月日：昭和21年9月26日（76歳）
病　　名：中等度アルツハイマー型認知症
性　　別：女性
主 治 医：村上Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット6号室
（経過）
現在、夫と次女との3人暮らし。城北病院より眠剤の処方を受けていたが夜間の睡眠は3時間程度。多弁さあり家族が対応に疲弊し本人の訴えを受け流すように対応すると、自宅にある人形や冷蔵庫の中にある牛乳等に同内容の訴えを誰かに語り掛けるような口調で話す。食事も十分に摂取できず、脱水状態となることもあった。米や炭水化物は摂取できず、飲み込もうとすると嘔気が出現し理由からおかゆを見ると本人が興奮状態となり、おかゆを盛った茶碗に空の茶碗を重ねて「もう食べた！」と隠そうとすることもある。ここ5年間で物忘れが目立ち物の置き場所が分からなくなることがよくあった。城北病院から紹介状あり当院での専門的、かつ高度な診察を希望しR5.4.20当院初診。家族より、受診後も不穏状態著しく、介入に対して噛むなどの抵抗があり対応困難との話あり、本日再受診となる。結果、家族より入院治療の希望あり。R5.5.5症状の改善・改善目的にて、東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。
